
     問題１／２ 

 

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
度 

三
重
短
期
大
学
推
薦
入
学
試
験
問
題
（
小
論
文
） 

 

  
次
の
文
章
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

永
田
和
宏
『
知
の
体
力
』 

（
新
潮
新
書 

二
〇
一
八
）
よ
り
。 

（
＊
は
中
略
を
示
す
。
原
文
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
関
す
る
学
術
的
記
述
及
び
、
他
者
の
著
作
か
ら
の
引
用
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。） 

  
 

 

設
問 

 

問
題
一 

傍
線
部
Ａ
「
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
も
う
少
し
別
の
観
点
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
の
言
う
「
別
の
観
点
」
と
は
何
か
、
九
〇
字
以

内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
題
二 

傍
線
部
Ｂ
「
知
識
と
し
て
の
価
値
」
と
は
何
か
、
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
題
三 

傍
線
部
Ｃ
「
そ
の
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
広
け
れ
ば
広
い
ほ
ど
、
動
員
で
き
る
矢
数

や

か

ず

が
多
く

な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
」
に
示
さ
れ
て
い
る
筆
者
の
見
解
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
四
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 


